
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス

ト
ユ
ニ
オ
ン
仙
台
地
方
本
部

は
第
6
回
地
方
委
員
会
を
２

月
２
２
日
仙
台
市
内
に
お
い

て
開
催
し
た
。
委
員
会
構
成

員
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
傍

聴
者
・
Ｏ
Ｂ
が
参
集
し
た
。

議
長
に
島
田
地
方
委
員
を
選

出
し
、
第
7
回
定
期
大
会
以

降
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
点

検
を
し
、
２
０
春
闘
勝
利
な

ど
当
面
す
る
活
動
方
針
に
つ

い
て
、
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
た
。

添
田
執
行
委
員
長
挨
拶(

要
旨
）

第
６
回
地
方
委
員
会
に
ご

参
集
い
た
だ
い
た
地
方
委
員
、

そ
し
て
傍
聴
者
の
皆
さ
ん
に

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
冬
は
記
録
的
暖
冬
と

な
り
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、

雪
害
が
ほ
ぼ
な
い
状
態
で
大

変
あ
り
が
た
い
状
況
で
あ
り

ま
す
が
、
異
常
気
象
は
昨
年

の
台
風
１
５
号
、
１
９
号
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
想
定
外
の

状
況
と
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
す
。
防
災
、
減
災
の

備
え
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要

と
考
え
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も

な
く
９
年
と
な
り
ま
す
。
３

月
１
４
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で

は
常
磐
線
の
浪
江
～
富
岡
間

が
運
転
を
再
開
し
全
線
の
開

通
が
な
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

未
だ
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

が
約
４
万
８
千
人
と
言
わ
れ

て
い
る
中
で
、
復
興
は
ま
だ

ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
現
実
が

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

猛
威
が
世
界
中
に
拡
大
し
て

い
ま
す
。
日
本
国
内
で
も
日

を
追
う
ご
と
に
感
染
者
が
増

加
し
、
国
民
の
不
安
が
増
す

中
で
、
感
染
者
へ
の
治
療
と

封
じ
込
め
対
策
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
９
年
１
０

月
～
１
２
月
の
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

国
内
総
生
産
速
報
値
が
、
６
．

３
％
減
と
１
年
３
ケ
月
ぶ
り

に
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
も

あ
り
、
日
本
経
済
の
低
迷
が

長
期
化
す
る
懸
念
が
強
ま
っ

て
い
ま
す
。

通
常
国
会
が
開
会
中
で
す

が
、
こ
の
現
状
を
ど
う
打
開
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第
6
回
地
方
委
員
会
開
催挨拶をする島田議長添田執行委員長

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス

ト
ユ
ニ
オ
ン
仙
台
地
方
本
部

は
仙
台
支
社
へ
、
2
月
２
５

日
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
伴
う
」
申
し
入

れ
を
行
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
は
世
界
中
に
拡
大
を
続

け
、
日
本
国
内
に
お
い
て
も

感
染
拡
大
が
止
ま
ら
ず
、
今

後
全
国
的
に
感
染
、
発
症
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
会
社
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
本
部
」
を
設
置
し
、
感
染

防
止
に
向
け
た
対
策
や
、
注

意
喚
起
を
発
し
、
マ
ス
ク
の

配
布
、
除
菌
、
消
毒
用
品
の

設
置
、
食
事
や
休
養
を
し
っ

か
り
取
る
よ
う
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
公
共
交
通
機
関

と
し
て
の
当
社
は
感
染
リ
ス

ク
が
高
く
、
社
員
、
家
族
の

不
安
は
高
ま
り
を
み
せ
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
不
安
の
解

消
を
図
る
こ
と
、
感
染
防
止

に
向
け
た
対
策
、
感
染
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
を
労
使

で
現
状
認
識
を
一
致
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

１

国
内
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

現
状
認
識
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。

２

こ
の
間
の
感
染
拡
大
防

止
対
策
、
ま
た
、
社
員
に
対

し
現
在
実
施
し
て
い
る
具
体

的
対
策
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。

３

業
務
中
の
マ
ス
ク
着
用

の
徹
底
と
、
各
箇
所
に
消
毒

液
の
設
置
を
早
急
に
実
施
す

る
こ
と
。
ま
た
、
消
耗
切
れ

と
な
ら
な
い
よ
う
、
十
分
な

個
数
を
確
保
す
る
こ
と
。

４

駅
、
車
両
の
清
掃
、
除

菌
に
つ
い
て
対
策
を
具
体
的

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

５

感
染
が
発
覚
し
た
場
合

の
対
策
を
具
体
的
に
示
す
こ

と
。
ま
た
、
発
覚
し
た
場
合

の
勤
務
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
明
確
に
す
る
こ
と
。

６

検
体
検
査
を
希
望
す
る

社
員
、
ま
た
は
、
全
社
員
に

対
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
あ

る
か
。
ま
た
、
検
査
費
用
に

つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

７

関
連
会
社
、
協
力
会
社

等
、
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の
対

応
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

緊
急
申
し
入
れ
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止



し
、
一
刻
も
早
く
正
常
な
状

態
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
に
、
与
党
、
野
党
と
も

に
真
剣
に
議
論
、
対
策
が
な

さ
れ
て
い
る
の
か
疑
問
に
感

じ
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う

か
。こ

の
厳
し
い
社
会
情
勢
の

中
、
２
０
２
０
春
季
生
活
闘

争
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
情
勢
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
し
っ
か
り
と
議
論
し
取

り
組
み
、
要
求
を
勝
ち
取
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
皆
さ
ま

の
真
摯
な
議
論
と
、
積
極
的

な
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

今
か
ら
6
年
前
、
「
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ

オ
ン
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

結
成
ア
ピ
ー
ル
に
「
私
た

ち
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
は
、
労

働
組
合
と
し
て
こ
の
時
代
を
継

承
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
未
来
に

向
け
た
次
世
代
の
社
員
の
育
成
、

そ
れ
に
相
応
し
い
労
働
組
合
の

構
築
に
あ
る
。
本
日
こ
こ
で
心

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
、
積
極
果

敢
に
邁
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
中
で

第
一
組
合
・責
任
組
合
に
躍
進

で
き
る
よ
う
に
、残
り
の
鉄
道
人

生
に
覚
悟
を
持
っ
て
参
画
者
全

員
で
取
り
組
む
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
間
一
貫
し
て
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
中
に
民
主
的

労
働
運
動
を
根
付
か
せ
、
発

展
さ
せ
る
取
り
組
み
を
実
行

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
と

Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
蜜
月
が
３
０

有
余
年
続
き
、
経
営
陣
が
国

会
で
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
過
激
派

革
マ
ル
派
浸
透
疑
惑
の
追
求

に
は
、
「
思
想
信
条
は
個
人

の
自
由
」
な
ど
と
、
公
共
交

通
機
関
の
経
営
者
と
は
思
え

な
い
発
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

１
８
春
闘
の
ス
ト
権
騒
動
か

ら
、
会
社
は
東
労
組
と
の
蜜

月
を
解
消
し
、
労
使
共
同
宣

言
の
失
効
に
よ
り
、
３
万
５

千
名
の
組
合
員
が
脱
退
。
さ

ら
に
は
、
本
年
２
月
１
０
日

本
部
と
組
織
運
営
で
対
立
し

て
き
た
、
東
京
、
八
王
子
、

水
戸
の
組
合
員
が
中
心
と
な

り
Ｊ
Ｒ
東
日
本
内
で
１
２
番

目
と
な
る
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
輸

送
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
な
る

も
の
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

一
連
の
騒
動
か
ら
組
織
混
乱

に
見
せ
か
け
た
、
革
マ
ル
派

の
組
織
温
存
策
の
一
環
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

本
日
２
月
２
２
日
、
新
産
別

を
発
足
さ
せ
る
と
表
明
す
る

な
ど
、
今
後
他
の
労
働
組
合

の
動
向
に
注
意
が
必
要
で
あ

る
こ
と
は
勿
論
、
第
２
の
Ｊ

Ｒ
総
連
化
、
そ
し
て
い
つ
の

間
に
か
一
緒
に
な
っ
て
い
た

な
ど
、
笑
え
な
い
事
態
と
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

国
鉄
改
革
か
ら
間
も
な
く

３
３
年
が
経
過
し
ま
す
が
、

未
だ
に
国
鉄
の
負
の
遺
産
で

あ
る
労
働
組
合
の
離
合
集
散
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
翻
弄
さ
れ

続
け
る
労
働
組
合
等
、
何
一

つ
解
決
し
て
い
な
い
ば
か
り

か
、
ま
す
ま
す
混
迷
を
深
め

て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
内
で
、
自
由

に
し
て
民
主
的
労
働
運
動
を

実
践
し
て
い
る
の
は
、
私
た

ち
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス

ト
ユ
ニ
オ
ン
の
み
で
あ
り
ま

す
。
他
の
１
１
組
織
は
階
級

闘
争
、
左
翼
労
働
運
動
に
明

け
暮
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
７
割
の
社
員
が
組

合
未
加
入
者
で
あ
る
こ
と
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
内
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
他
の
Ｊ
Ｒ
会
社
で
も
、

組
合
不
要
論
が
噴
出
し
、
更

に
は
、
日
本
労
働
界
に
も
波

及
し
て
い
ま
す
。

会
社
は
東
労
組
瓦
解
後

「
変
革
２
０
２
７
」
を
は
じ

め
と
し
て
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か

り
に
様
々
な
施
策
を
出
し
改

革
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
真
に
こ
れ
に
向
き
合
っ

て
前
に
進
む
に
は
、
絶
対
的

に
民
主
的
労
働
組
合
と
車
の

両
輪
と
な
り
進
め
な
け
れ
ば

目
的
を
達
成
で
き
な
い
ば
か

り
か
、
失
敗
す
る
恐
れ
す
ら

あ
り
ま
す
。

私
た
ち
に
は
、
結
成
ア
ピ
ー

ル
を
承
認
し
た
責
任
、
定
期

大
会
方
針
に
対
し
、
実
行
す

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
全
組

合
員
で
「
前
へ
」
進
む
、
そ

し
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
中
に
民

主
的
労
働
運
動
を
し
っ
か
り

と
確
立
す
る
。
結
成
時
の
気

持
ち
を
、
今
一
度
思
い
起
こ

し
、
組
織
拡
大
へ
向
け
全
組

合
員
で
行
動
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
こ
の

運
動
に
自
信
と
確
信
、
そ
し

て
信
念
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
自
分

の
職
場
の
社
員
の
人
た
ち
へ

の
声
掛
け
を
す
る
。
組
合
員

一
人
ひ
と
り
が
奮
起
し
実
行

に
移
し
て
は
じ
め
て
組
織
拡

大
が
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
変

革
の
時
代
に
大
き
く
躍
進
を

成
し
遂
げ
る
。
こ
の
決
意
を

申
し
上
げ
地
方
本
部
執
行
部

を
代
表
し
て
の
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

地
方
委
員
か
ら
の
発
言

佐
藤
地
方
委
員

白
石
駅
の
業
務
委
託
に
つ

い
て
、
運
転
業
務
の
教
育
訓

練
を
実
態
に
合
わ
せ
て
し
っ

か
り
計
画
し
て
欲
し
い
。

石
井
地
方
委
員

問
題
点
の
中
身
を
突
き
詰

め
て
議
論
を
し
会
社
へ
投
げ

か
け
よ
う
、
組
合
員
へ
の
牽

引
力
と
な
る
。

水
間
地
方
委
員

２
０
春
闘
厳
し
い
情
勢
だ

本
部
を
し
っ
か
り
と
支
援
し

よ
う
。

グ
ル
ー
プ
会
社
等
で
若
手

や
中
堅
層
の
離
職
が
増
加
し

て
い
る
。
安
心
し
て
意
欲
を

持
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
雇

用
環
境
を
整
備
し
よ
う
。

民
主
的
労
働
組
合
、
集
団

的
労
使
関
係
の
重
要
性
つ
い

て
語
り
理
解
を
広
め
よ
う
。

２
０
２
０
春
季
闘
争
ジ
ェ
イ

ア
ー
ル
・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ

ン
の
要
求

『
賃
金
引
き
上
げ
要
求
』

１

賃
金
引
き
上
げ
に
つ
い
て

(1)
定
期
昇
給
を
実
施
す
る
こ

と
。

(2)
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
３
、
０

０
０
円
。
月
例
賃
金
総
額
６
，

０
０
０
円
以
上
引
き
上
げ
る

こ
と
。

(3)

エ
ル
ダ
ー
社
員
及
び
契
約

社
員
に
つ
い
て
も
、
社
員
に

準
じ
て
賃
金
を
引
き
上
げ
る

こ
と
。

２

グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る

契
約
単
価
を
見
直
し
、
グ
ル
ー

プ
会
社
社
員
の
賃
金
引
上
げ

に
寄
与
す
る
こ
と
。

３
上
記
申
入
れ
に
対
す
る
回

答
期
限
を
、
２
０
２
０
年
３

月
１
２
日
ま
で
に
す
る
こ
と
。
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委 員 会 宣 言 （ 案 ）  
 

本日、私たち、ジェイアール・イーストユニオン仙台地方本部は、ホテルレオパレス仙台

において「第６回地方委員会」を開催し、安全の確立、2020 春季生活闘争勝利、組織強

化・拡大の取り組みについて、当面する活動方針を満場一致で決定した。 

安全の確立は、労使にとって取り組むべき最優先課題である。グループ会社も含め全ての

JR 関係労働者の死亡事故・重大労災ゼロを目標に取り組みを進めていく。福知山線列車脱

線事故、羽越本線列車脱線事故、飯山線大根原踏切事故など、重大事故を決して風化させず、

教訓とし、安全最優先の企業風土・職場風土を構築していかなければならない。なおも多く

の労災事故が発生している現状を真摯に受け止め、労働組合としてのチェック・提言機能を

発揮し、安全は絶対に譲らないとの信念のもと、技術継承・人材育成問題も含めた議論を進

めていく。 

2020 春季生活闘争は、ＪＲ連合の統一ベア要求 3,000 円を求めるとともに、月例賃金

に関わる労働条件向上をめざしていく。ＪＲ東日本はもとより、底上げ・底支え、格差是正

に向け、グループ会社への波及をはかり、ＪＲに働くすべての労働者のディーセント・ワー

クの実現と、魅力あるＪＲ産業を創り上げなければならない。喫緊に押し迫る人材確保とい

った課題を乗り越えるためにも、今次、総合労働条件改善闘争に勝利することが、労働組合

に課せられた役割であるとの認識で、JR 連合の旗のもと、JR 東日本において団結し、強

化した取り組みをはかっていく。 

ＪＲ東日本における労働情勢は、ＪＲ東労組が瓦解して以降、大きな変容を見せている。

最近では、反本部派と言われる組合員らが、新たな組合を立ち上げ、さらに先鋭化した組織

と会社との対立が始まろうとしている。組合無所属が 7 割を占め、JR 革マル派浸透問題も

抱える状況にあって、多くの問題が払拭されない現状に、最大の警鐘を鳴らさざるを得ない。

私たちは、企業内労働組合運動を進める中で、会社とともなる発展をめざし、正当な配分を

求め、組合員・家族の幸せの実現をめざしている。未組織労働者や社友会では、会社を、そ

して、自らも守ることはできない。私たちの理念への理解と賛同を得ることにより、私たち

JRE ユニオンが主軸となるべく、今こそ前へ！一人ひとりの実践を、一つひとつ結実させ、

躍進へと繋げていくものである。 

私たちの信念は変わらない。真の労働組合運動を押し進め、あらゆる運動を連動し組織拡

大に繋げていかなければならない。JR 連合への総結集を成し遂げ、会社とそこに働く者の

明るい未来を創造するために、仙台地方本部は一丸となり、飛躍を遂げるべく邁進していく

 

  以上、宣言する。 
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『
労
働
条
件
に
関
す
る
協
約

の
改
訂
要
求
』

１
労
働
条
件
に
関
す
る
協
約

の
改
訂
要
求
に
つ
い
て

(1)

就
業
関
係

①

特
別
休
日
の
付
与
日
数

(

第
57
条
第
2
項)

現
行
、
「
年
間
62
日
付
与
」

を
「
年
間
65
日
付
与
」
と
改

正
す
る
こ
と
。

②

年
次
有
給
休
暇

使
用
単

位
（
第
83
条
第1

項
）

半
日
単
位
の
使
用
に
つ
い
て
、

該
当
す
る
事
由
の
各
号
を
削

除
し
、
使
用
使
途
の
制
限
を

緩
和
（
撤
廃
）
す
る
こ
と
。

併
せ
て
、
請
求
手
続
（
第
84

条
第
2
項
）
に
つ
い
て
、
半

日
単
位
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

前
日
ま
で
と
す
る
こ
と
。
ま

た
、
時
間
単
位
の
取
得
を
可

能
に
す
る
な
ど
、
制
度
の
運

用
改
善
を
図
る
こ
と
。

③

保
存
休
暇
の
使
途(

第
87

条
第
2
項)

保
存
休
暇
の
使
途
に
つ
い
て
、

該
当
す
る
各
号
を
削
除
し
、

使
用
使
途
の
制
限
を
緩
和(

撤

廃)

す
る
こ
と
。

④

保
存
休
暇
の
効
力(

第
87

条
第
4
項)

エ
ル
ダ
ー
社
員
の
保
存
休
暇

に
つ
い
て
は
社
員
か
ら
引
き

続
い
て
勤
務
し
て
い
る
も
の

と
し
て
取
り
扱
う
。
を
加
え

る
こ
と
。

(2)
賃
金
関
係

⑤

所
定
昇
給
額(

第
261
条)

毎
年
4
月
1
日
に
実
施
す
る

「
所
定
昇
給
額
」
に
つ
い
て
、

各
級
一
律
に

１
、
０
０
０
円
を
増
額
す
る

こ
と
。

⑥

割
増
賃
金
に
つ
い
て(

第

327
条)

割
増
賃
金
の
単
価
を
平
日
・

Ｂ
単
価
を
140
/

100
へ
、
Ｄ
単

価
を
150
/

100
、
Ｅ
単
価
を
160

/
100
へ
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ

る
こ
と
。

⑦

出
向
手
当(

第
214
条
）

60
歳
未
満
の
出
向
者
に
対
し
、

若
年
出
向
手
当
を
支
給
す
る

こ
と
。
ま
た
、
特
に
グ
ル
ー

プ
会
社
社
員
の
指
導
育
成
に

あ
た
る
出
向
社
員
に
対
し
て

は
指
導
教
育
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
。

(3)

退
職
手
当
関
係

⑧

退
職
手
当
の
算
定
基
礎
給

と
な
っ
て
い
る
第
二
基
本
給

を
廃
止
す
る
こ
と
。

⑨

定
年
退
職
日
を
翌
年
の
７

月
に
統
一
す
る
こ
と
。

終
了
後
の
懇
親
会

安
西
Ｏ
Ｂ
会
会
長
の
挨
拶

退
職
し
た
三
瓶
氏
に

記
念
品
贈
呈
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